
 

 

 

 

 

 

 

文京区政に関する世論調査 
                            今年度最初の定例区議会も、各会派の代表質問から始まり、 

                           災害対策・子ども子育て支援・自治制度地域振興の３つの特別 

                           委員会と、厚生・文教・建設・総務区民の４つの常任委員会も 

                           終わり、いよいよ新年度予算を審議する予算審査特別委員会の 

                                                    集中審議を残すのみとなりました。予算委員会の内容に関しま 

                                                    しては、次号でご報告させて頂きたいと存じますが、今回は 

                           昨年末に実施された、文京区政に関する世論調査の結果につい 

                           て、その主な内容をご報告させて頂きたいと思います。調査 

                        方法に関しては、文京区在住の１８歳以上の個人を各世代に 

                        バランスよく２，５００件を抽出し、郵送配布・郵送回収又は 

                        インターネット回答で、有効回収率４７，３％となるものです。 

                       

※写真は、規模を大幅に縮小し、文京区ではなく地域の皆様が主体的になって開催された、湯島天神梅まつりです。 

文京区政に関する世論調査について 

１、 「定住意向について」 

問：あなたは、文京区にお住まいになって何年になりますか？ 

居住年数を尋ねたところ、「５年未満」２０，８％、「５～９年」１２，６％、「１０～１４年」１１，１％、「１５ 

～１９年」９，５％、「２０～２４年」７，８％、「２５年以上」３８，２％となっている。 

問：あなたは、これからも文京区に住み続けたいと思いますか？ 

定住・転出意向を尋ねたところ、これからも文京区に「ずっと住み続けたい」「当分は住んでいたい」を合わせると、 

８９，９％と約９割に達する一方、「いずれ・近いうちに転出したい」を合わせると６，６％と１割未満となってい

る。 

２、 「区政運営について」 

問：区の施策の中で、あなたが満足に感じている分野は何ですか？ 

満足に感じる区の施策について尋ねたところ、「防犯・安全対策」２３，３％が２割を超えて最も多く、次いで「教

育施策」１６，６％、「住環境施策」１６，０％、「子育て支援施策」１４，７％などの順となっている。また、「特

にない」２６，１％と２割半ばとなっている。 

問：区の施策の中で、あなたが不満に感じている分野は何ですか？ 

不満に感じる区の施策について尋ねたところ、「住環境施策」１０，３％、「高齢者福祉施策」１０，２％、「災害対

策施策」９，７％、「子育て支援施策」９，４％などの順となっている。また、「特にない」４５，１％と４割半ば 

となっている。 

３、 「まちづくりについて」 

問：あなたがお住まいの地域のまち並み・景観について、どのように感じますか？ 

周辺地域のまち並み・景観に対する満足度について尋ねたところ、「満足している」２２，２％、「どちらかといえば

満足している」３７，６％を合わせると約６割が「満足」となっている。一方、「どちらかといえば不満」７，６％、

「不満である」４，１％、「普通」２３，８％となっている。 
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４、 「子育て・教育について」 

問：令和２年４月から、子どもへの体罰が法律で禁止されたことを知っていますか？ 

子どもへの体罰が法律で禁止されたことの認知度について尋ねたところ、「知っている」５４，７％、「知らない」 

４３，７％となっている。 

問：児童虐待が疑われるときの通報先「児童相談所虐待対応ダイヤル１８９（いちはやく）を知っていますか？ 

「児童相談所虐待対応ダイヤル１８９（いちはやく）の認知度について尋ねたところ、「知っている」２４，４％、

「知らない」７３，９％となっている。 

５、 「高齢者について」 

問：地域における高齢者の相談窓口である「高齢者あんしん相談センター」を知っていますか？ 

「高齢者あんしん相談センター」の認知度について尋ねたところ、「事業内容も概ね知っている」１１，８％、 

「事業内容について少し知っている」１１，５％を合わせた「知っている」計は２割強となり、「名前は聞いたこと

がある」２７，５％と３割近くとなっている。一方、「知らない」４８，６％は５割近くとなっている。 

問：「フレイル」とは年齢を重ねることで心身の活力が低下した「健康」と「要介護状態」の間を指す言葉です。こ

の言葉をどの程度知っていますか？ 

「フレイル」の認知度について尋ねたところ、「内容まで十分知っている」９，５％と「内容についてある程度知っ

ている」１８，５％を合わせた「理解している」計は２８，０％と３割弱となり、「言葉を知っている」１７，２％

は２割弱となっている。一方、「この言葉を初めて聞いた」５３，６％と５割を超えている。 

６、 「議会について」 

問：地方議会の活性化や不断な議会改革が求められておりますが、区議会の活動として期待することはどれですか？ 

区議会の活動として期待することについて尋ねたところ、「執行機関（区長）に対するチェック機能の強化」３７，

５％が４割弱と最も多く、次いで「議会報告など住民との直接対話による意見聴取」３１，０％、「議会の政策形成

機能の強化」２７，８％、「区議会インターネット配信など広報の充実」２４，５％などの順となっている。 

７、 「その他：新型コロナウイルス関連について」 

問：新型コロナウイルスによる影響で、困っていることは何ですか？ 

   新型コロナウイルスによる影響で困っていることについて尋ねたところ、「会食や人付き合いが十分にできなくなっ

た」７９，４％が８割弱で最も多く、次いで「レジャー、スポーツが十分にできなくなった」６５，２％、「不安を

感じたり、イライラすることが多くなった」２９，５％、「経済状況が苦しくなった」１４，８％などの順となって

いる。 

 

―――世論調査の結果を受けて――― 

今回お示しした調査結果についてですが、区が取組んでいる施策や行政単語の周知・説明がまだまだ不十分である

点は改善に努め、ご評価を頂いている部分に関しては更なる充実に努めて参る所存です。中でも、議会の活性化に関

しては、現在私は副議長としてその任の中心的な役割を担わせて頂いておりますので、今回の調査結果を重く受け止

め、２元代表制の一翼を担う議会がその役割を果たすべく、尚一層のチェック機能を果たして参る所存です。 


